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兵庫県社会福祉士会広報誌

兵
庫
県
社
会
福
祉
士
会
で
す
。

http://www.hacsw.or.jp/

ささ
えるつ

な
ぐ

まもる

あ
な
た
や
家
族
の
方
が

生
活
の
中
で
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
時
に
、

お
話
を
よ
く
う
か
が
っ
て
、

最
も
適
し
た
サ
ー
ビ
ス
に「
つ
な
ぎ
」、

生
活
を「
さ
さ
え
る
」チ
カ
ラ
に
な
る
こ
と
が
、

私
た
ち
社
会
福
祉
士
の
仕
事
で
す
。

ま
た
、高
齢
の
方
や
障
害
の
あ
る
方
を

「
ま
も
る
」た
め
、

地
域
の
自
治
体
や
弁
護
士
な
ど
の

専
門
職
と
連
携
し
、虐
待
防
止
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

社会福祉士と共に

平成の福祉を
振り返る

特　集

社会がめまぐるしく
変化した「平成」は、福祉の世界も
さまざまな対応を迫られた時代
だったといえます。
社会福祉士は平成元年に誕生し、
その変化に即した支援を模索してきました。
平成の福祉を振り返ります。

１９８９年-２０１９年

振り返る。

の平成 を福祉
振り返る。

の平成 を福祉全ページで大特集！



１９８９年-２０１９年

振り返る。

の平成 を福祉
振り返る。

の平成 を福祉

「平成」の30年余、

めまぐるしく動いた社会に

福祉はどう対応してきたのでしょうか。

年表と社会福祉士のコラムで

振り返ります！

　
虐
待
相
談
件
数
を
指
し
て
、ワ
ー

ス
ト
◯
位
と
報
じ
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。虐
待
の
相
談
件
数
が
多

い
＝
悪
い
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　
相
談
件
数
の
多
さ
は
、相
談
し
や

す
い
環
境
が
あ
る
と
い
う
こ
と
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
れ
に
、虐
待
の

定
義
が
広
く
浸
透
し
、こ
れ
ま
で
見

過
ご
さ
れ
て
い
た
ケ
ー
ス
が
虐
待

と
認
識
さ
れ
相
談
に
繋
が
っ
た
と

い
う
場
合
や
、虐
待
の
定
義
が
変
更

さ
れ
、例
え
ば
子
ど
も
の
目
の
前
で

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス

が
行
わ
れ
る
場
合（
面
前
D
V
）も

心
理
的
虐
待
に
該
当
す
る
な
ど
範

囲
も
広
が
り
、よ
り
子
ど
も
の
心
身

を
守
る
道
筋
が
増
え
て
き
て
い
る

と
も
言
え
ま
す
。
単
純
に
相
談
件

数
の
み
で
ワ
ー
ス
ト
と
取
り
上
げ

る
の
は
誤
解
を
招
く
お
そ
れ
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。（
広

報
委
員
・
胡
中
）

虐
待
の
相
談
対
応
件
数
が

多
い
＝
悪
い
こ
と
？

平成・社会福祉士の登録者数推移

平成元年
177名

平成30年
233，517名

平成元年に誕生した社会福祉士。
平成30年には233，517名になり、
初年度（177名）の1300倍以上に！
社会に必要な専門職であることが

よくわかりますね。

1300倍

平
成
元
年

（
１
９
８
９
年
）

●
消
費
税
導
入（
３
％
）

●
日
本
人
初
の
宇
宙
飛
行

●
社
会
福
祉
士
第
１
回
国
家
試
験

平
成
２
年

（
１
９
９
０
年
）

●
日
本
初
の
女
性
市
長 

芦
屋
市
で
誕
生

●
雲
仙
普
賢
岳　

大
火
砕
流

平
成
３
年

（
１
９
９
１
年
）

●
東
海
道
新
幹
線「
の
ぞ
み
」運
行
開
始

平
成
４
年

（
１
９
９
２
年
）

●
育
児
休
業
法

●
児
童
の
権
利
に
関
す
る

　

条
約
批
准

●
姫
路
城 

日
本
で
初
の

　

世
界
文
化
遺
産

●
北
海
道
南
西
沖
地
震

平
成
５
年

（
１
９
９
３
年
）

●
関
西
国
際
空
港
開
港

●
愛
知
・
中
２
男
子

　

い
じ
め
苦
に
自
殺

　

い
じ
め
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

平
成
６
年

（
１
９
９
４
年
）

●
病
原
性
大
腸
菌
Ｏ-

1
5
7

　

が
指
定
伝
染
病
に

平
成
８
年

（
１
９
９
６
年
）

●
阪
神
淡
路
大
震
災

●
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

●
地
方
分
権
推
進
法

平
成
７
年

（
１
９
９
５
年
）

●「
精
神
保
健
法
」か
ら

　
「
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者

　

  

福
祉
に
関
す
る
法
律
」へ

●
消
費
税 

３
％
か
ら
５
％
に

    

引
き
上
げ

●
神
戸
連
続
児
童
殺
傷
事
件

平
成
９
年

（
１
９
９
７
年
）

●
精
神
保
健
福
祉
士
法 行ってみよー！

行ってみよー！

社
会
の
動
き

福
祉
の
動
き

[平成５年] 兵庫県社会福祉士会
日本社会福祉士会の兵庫支部
として結成

[平成７年] 兵庫県社会福祉士会
阪神淡路大震災の際、宝塚市等で救援活動
その後、神戸市西区で被災者支援活動

法律が整備され
精神保健

福祉士が誕生
します！

男性の育児休業率が
伸び悩む中、
政府は2020年に
男性の育児休業
取得率13％を
目指しています。

育児休暇取得率（厚生労働省「雇用均等基本調査」）

平成２９年度

女性
  83.2％

男性
  5.14％
男性
  5.14％

平成１９年度

女性
  89.7％

男性
  1.56％
男性
  1.56％

（公益財団法人社会福祉士振興・試験センター）

平成を振り返る
 福祉コラムだよ！
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「認知症サポーター」は、
認知症に関する

正しい知識と理解をもち、
地域や職域で、認知症の人や
家族に対してできる範囲で
手助けをする人のことです。

社
会
の
動
き

福
祉
の
動
き

　
成
年
後
見
制
度
は
、自
分
の
意
思

や
判
断
で
契
約
を
行
う
こ
と
に
支

援
が
必
要
な
方
の
、財
産
管
理
・
身

上
監
護
を
行
い
、権
利
を
護
る
制
度

で
す
。

　
制
度
開
始
か
ら
20
年
近
く
が
経
ち
、

徐
々
に
広
が
っ
て
は
い
ま
す
が
、こ
れ

か
ら
の
超
高
齢
社
会
を
支
え
る
た
め

に
は
、よ
り
一
層
の
理
解
と
普
及
が

必
要
で
す
。そ
の
た
め
国
は
、利
用

促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。こ
れ

か
ら
は
ま
す
ま
す
成
年
後
見
人
等

が
身
近
な
存
在
に
な
る
で
し
ょ
う
。

私
た
ち
社
会
福
祉
士
は
意
思
決
定

支
援
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と

し
て
専
門
職
後
見
人
の
役
割
を
担

い
、誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社

会
の
実
現
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。　

（
広
報
委
員
・
森
保
）

成
年
後
見
制
度

　「
保
育
士
」に
名
称
変
更
す
る
以

前
の
男
性
保
育
業
務
従
事
者
と
い

え
ば「
保
父
」と
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る

方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

「
保
母
」が
正
式
名
称
で
あ
っ
た
た

め
男
性
保
育
者
も「
保
母
」で
し
た
。

1
9
9
9
年
男
女
雇
用
機
会
均
等

法
の
大
幅
な
改
正
に
伴
い
、児
童
福

祉
法
施
行
令
が
改
正
さ
れ
、「
保
育

士
」に
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

　
保
育
現
場
は
今
も
女
性
が
多
く

活
躍
し
て
い
ま
す
が
、男
性
保
育
者

も
少
し
ず
つ
増
え
て
い
ま
す
。そ
こ

に
は
名
称
変
更
も
ま
た
一
つ
の
起

因
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
広
報
委
員
・

胡
中
）

「
保
母
」か
ら「
保
育
士
」へ

  

名
称
変
更

　
現
在
は
、介
護
予
防
に
重
点
を
置

か
れ
て
お
り
、社
会
で
高
齢
者
を
見

守
る
よ
う
な
仕
組
み
を
取
り
入
れ

て
い
ま
す
。本
来
な
ら
ば
よ
り
充
実

し
た
介
護
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
た
め
の
仕
組
み
で
あ
る
べ
き

で
す
が
、要
支
援
の
人
が
介
護
保
険

適
用
か
ら
外
れ
て
自
治
体
の
事
業

に
切
り
替
わ
っ
た
こ
と
で
、サ
ー
ビ

ス
の
格
差
が
う
ま
れ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。限
り
あ
る
介
護
保
健
の

財
源
と
上
手
く
向
き
合
い
な
が
ら
、

誰
も
が
不
自
由
な
く
笑
っ
て
老
後

を
迎
え
ら
れ
る
仕
組
み
と
は
何
か
、

こ
れ
か
ら
も
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。（
広
報
委
員
・
清
水
）

介
護
保
険

●
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
実
施

●
明
石
海
峡
大
橋
開
通

●
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
長
野
大
会

平
成
10
年

（
１
９
９
８
年
）

●「
精
神
薄
弱
者
」か
ら「
知
的
障
害
者
」へ

●
特
定
非
営
利
活
動
法
人
法（
N
P
O
法
）

平
成
11
年

（
１
９
９
９
年
）

●
日
本
初
の
脳
死
判
定
に
よ
る

　

臓
器
移
植

●
光
市
母
子
殺
害
事
件

●
桶
川
ス
ト
ー
カ
ー
殺
人
事
件

●「
保
母
」か
ら「
保
育
士
」へ

平
成
12
年

（
２
０
０
０
年
）

●
日
本
初
の
女
性
知
事
が
大
阪
府
で
誕
生

●
西
鉄
バ
ス
ジ
ャ
ッ
ク
事
件

●
三
宅
島
噴
火
、全
島
民
が
避
難

●
鳥
取
県
西
部
地
震

●
ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法

●
社
会
福
祉
基
礎
構
造
改
革

●
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律

●
介
護
保
険
法　
　
　

●
少
年
法
改
正 

刑
事
処
分
可
能
な
年
齢
を

　
「
16
歳
以
上
」か
ら「
14
歳
以
上
」に
引
き
下
げ

平
成
13
年

（
２
０
０
１
年
）

●「
U
S
J
」大
阪
に
オ
ー
プ
ン

●
付
属
池
田
小
事
件

●
D
V
防
止
法（
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止

　

及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
）

平
成
14
年

（
２
０
０
２
年
）

●
学
校
週
５
日
制 

完
全
実
施

●
ホ
ー
ム
レ
ス
の
自
立
の
支
援
等
に
関
す
る

　

特
別
措
置
法

●「
精
神
分
裂
病
」か
ら「
統
合
失
調
症
」へ

平
成
15
年

（
２
０
０
３
年
）

●
長
崎
男
児
誘
拐
殺
人
事
件

●
S
A
R
S
が
新
感
染
症
に
指
定

●
十
勝
沖
地
震

●
少
子
化
対
策
基
本
法

●
保
育
士
資
格
の
法
定
化

●
支
援
費
制
度 

施
行

平
成
16
年

（
２
０
０
４
年
）

●
佐
世
保
小
６
女
児
同
級
生
殺
害
事
件

●
新
潟
県
中
越
地
震

●
奈
良
小
１
女
児
誘
拐
殺
人
事
件

●
犯
罪
被
害
者
基
本
法

●
発
達
障
害
者
支
援
法

●「
痴
呆
」か
ら

　
「
認
知
症
」へ

●「
認
知
症
を
知
り

　

  

地
域
を
つ
く
る
10
ヵ
年
」

平
成
17
年

（
２
０
０
５
年
）

●
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

　

冬
季
世
界
大
会 

長
野
で
開
幕

●
福
岡
県
西
方
沖
地
震

●
J
R
福
知
山
線
脱
線
事
故

●
ア
ス
ベ
ス
ト
健
康
被
害
の
社
会
問
題
化

●
我
が
国
の
人
口
が
統
計
開
始
以
来

　

は
じ
め
て
自
然
減

平
成
18
年

（
２
０
０
６
年
）

●
出
生
率
過
去
最
低
を
更
新

●
65
歳
以
上
人
口 

初
め
て
20
％
超

●
神
戸
空
港
開
港

●
障
害
者
自
立
支
援
法

●
バ
リ
ア
フ
リ
ー
新
法

    （
ハ
ー
ト
ビ
ル
法
と
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
を
統
合
）

●
自
殺
対
策
基
本
法

●
認
定
こ
ど
も
園 

創
設

●
高
齢
者
虐
待
の
防
止
、高
齢
者
の
養
護
者
に

　

対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置

平
成
19
年

（
２
０
０
７
年
）

●
最
高
気
温
35
度
以
上
の
日
を「
猛
暑
日
」に

●
能
登
半
島
地
震

●
熊
本
市
慈
恵
病
院
に

　
「
こ
う
の
と
り
の
ゆ
り
か
ご
」

●
新
潟
県
中
越
沖
地
震

●
郵
政
事
業
の
民
営
化

●
学
校
教
育
法
の
改
正
に
よ
り
特
別
支
援
教
育
へ

●
少
年
法
の
改
正 

少
年
院
送
致
の
下
限
年
齢
が

　
「
14
歳
以
上
」か
ら

　
「
お
お
む
ね
12
歳
以
上
」に

　

引
き
下
げ

平
成
20
年

（
２
０
０
８
年
）

●
秋
葉
原
通
り
魔
事
件

●
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
が

　

経
営
破
綻

●
年
越
し
派
遣
村

●
後
期
高
齢
者

　

医
療
制
度

平
成
21
年

（
２
０
０
９
年
）

●
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行

●
裁
判
員
制
度
開
始

平
成
22
年

（
２
０
１
０
年
）

●
高
校
の
授
業
料
実
質
無
料
化 　
　
　
　

●
家
畜
の
伝
染
病 

口
蹄
疫
の
流
行

[平成21年] 兵庫県社会福祉士会
「日本社会福祉士会兵庫支部」から
「一般社団法人兵庫県社会福祉士会」へ

平成の福祉を振り返る。

平成３０年度
  1,281,381人

認知症サポーターの人数（全国キャラバン・メイト連絡協議会HPより）

約43倍

平成１７年度
  29,982人

●「
海
の
日
」を

　

ソ
ー
シ
ャ
ル

   

ワ
ー
カ
ー
デ
ー
に

●「
海
の
日
」を

　

ソ
ー
シ
ャ
ル

   

ワ
ー
カ
ー
デ
ー
に

令和元年は
明石で開催！
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令
和

　

障
害
福
祉
は
障
害
者
支
援
費
制
度

が
導
入
さ
れ
た
時
か
ら
、障
害
者
の

日
常
生
活
の
根
幹
を
大
き
く
変
え
ま

し
た
。障
害
者
自
身
が
サ
ー
ビ
ス
を

選
択
す
る『
契
約
』と
い
う
概
念
を
持

ち
込
み
、障
害
者
の
意
思
の
尊
重
に

重
き
を
置
き
ま
し
た
が
、障
害
者
は

本
当
に
希
望
通
り
の
未
来
を
選
択
し

て
い
る
で
し
ょ
う
か
？
障
害
者
の
自

己
選
択
に
よ
る
結
果
を
自
己
責
任
に

押
し
付
け
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う

か
？
誰
の
為
の
支
援
で
し
ょ
う
か
？

支
援
の
手
は
届
い
て
い
る
の
で
し
ょ

か
？
何
度
も
改
正
を
繰
り
返
す
障

害
者
施
策
に
ば
か
り
振
り
回
さ
れ

ず
、障
害
者
の
声
に
耳
を
澄
ま
せ
ま

し
ょ
う
。（
広
報
委
員
・
赤
木
）

障
害
福
祉

　

条
約
と
は
国
と
国
の
間
で
交
わ

さ
れ
た
約
束
で
あ
り
、お
互
い
の
国

内
の
決
ま
り
を
拘
束
す
る
取
り
決

め
で
す
。私
た
ち
の
身
近
な
生
活
に

影
響
す
る
法
律
が
作
ら
れ
る
も
と

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
時
代
に
批
准
し
た
条
約
の

中
か
ら
２
つ
紹
介
し
ま
す
。

　
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」は
、す
べ

て
の
子
ど
も
の
命
と
最
善
の
利
益

が
守
ら
れ
る
よ
う
に
求
め
て
い
ま

す
。ま
た
、子
ど
も
の
意
見
は
尊
重

さ
れ
、自
由
に
表
明
す
る
こ
と
が
保

障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定

め
て
い
ま
す
。

　
「
障
害
者
の
権
利
条
約
」は「
わ
れ

わ
れ
の
こ
と
を
我
々
抜
き
で
勝
手

に
決
め
る
な
！
」と
い
う
ス
ロ
ー
ガ

ン
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
自
己
決

定
権
と
参
加
を
保
障
し
て
い
ま
す
。

障
害
は
個
人
の
問
題
で
は
な
く
社

会
の
あ
り
方
で
発
生
し
て
い
る
と

考
え
、国
や
自
治
体
主
導
の
配
慮
を

義
務
付
け
て
い
ま
す
。

　

昨
今
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
と
き

に
、
日
本
と
い
う
国
が
国
際
的
に

「
守
り
ま
す
」と
約
束
し
て
い
る
条

約
が
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
考
え
る

と
、何
が
正
し
い
の
か
考
え
る
指
標

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。（
広

報
委
員
・
遠
藤
）

子
ど
も
の
権
利
条
約

障
害
者
権
利
条
約

[平成30年] 
平成30年７月豪雨災害
岡山市及び広島市への
災害支援活動

[平成26年] 
平成26年８月豪雨災害
丹波市への
災害支援活動

[平成23年] 
東日本大震災での
支援活動（宮城県南三陸）
～平成24年３月
（岩手県大槌町・陸前高田市など）

[平成28年] 
熊本地震への
支援活動

社
会
の
動
き

福
祉
の
動
き

　

平
成
の
30
年
間
は
、社
会
福
祉
の
分

野
で
多
く
の
改
革
が
な
さ
れ
た
。

　

平
成
元
年
に
、ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン

（
高
齢
者
保
険
福
祉
推
進
10
カ
年
戦

略
）が
策
定
さ
れ
、平
成
９
年
に
介
護

保
険
法
、平
成
12
年
に
社
会
福
祉
基

礎
構
造
改
革
、平
成
14
年
に
支
援
費
制

度
、平
成
17
年
に
障
害
者
自
立
支
援
法

（
後
に
障
害
者
総
合
支
援
法
に
改
正
）、

平
成
24
年
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
、生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度

な
ど
、福
祉
の
枠
組
み
が
大
き
く
変
わ

る
改
革
が
な
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
改
革
で
は
、①
措
置
か
ら

契
約
へ
、②
選
別
主
義
か
ら
普
遍
主

義
へ
、
③
保
護
か
ら
自
立
へ
の
転

換
、④
国
に
よ
る
現
金
給
付
か
ら
自
治

体
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
給
付
と
い
う
４

つ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が
な
さ
れ

た
。こ
の
背
景
に
は
、平
成
初
期
の
行

財
政
改
革
と
景
気
の
上
昇
の
中
で
、少

子
高
齢
化
に
よ
る
福
祉
の
需
要
に
ど

う
対
応
し
て
い
く
か
と
い
う
福
祉
制

度
改
革
が
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

高
齢
者
福
祉
改
革
へ
と
つ
な
が
っ
て

い
く
。ま
た
、昭
和
56（
１
９
８
１
）年

の
国
際
障
害
者
年
の
頃
か
ら「
自
立
」

と
い
う
概
念
が
意
識
さ
れ
、自
立
・
自

己
実
現
の
要
請
に
対
し
て
、そ
れ
ま
で

の
措
置
制
度
下
の
法
制
度
で
は
十
分

に
対
応
で
き
な
く
な
り
、そ
れ
が
社
会

福
祉
基
礎
構
造
改
革
へ
と
つ
な
が
っ

て
い
く
の
で
あ
る
。

　

社
会
福
祉
基
礎
構
造
改
革
に
お
け

る
措
置
か
ら
契
約
へ
の
移
行
は
、利
用

者
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
た
め
に
、社
会

福
祉
法
人
だ
け
で
は
な
く
株
式
会
社

や
Ｎ
ＰO

法
人
と
い
っ
た
多
様
な
事

業
者
を
参
入
で
き
る
よ
う
に
し
、利
用

者
の
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
の
保
証
と
、社

会
福
祉
事
業
の
自
主
的
な
発
展
の
た

め
の
環
境
整
備
を
目
的
と
し
た
。本
来

は
、サ
ー
ビ
ス
の
質
を
上
げ
る
た
め
の

競
争
を
促
す
は
ず
で
あ
っ
た
が
、競
争

原
理
に
あ
お
ら
れ
て
、人
件
費
率
を
非

常
に
低
く
抑
え
る
と
い
っ
た
、誤
っ
た

方
向
性
に
向
か
う
例
も
あ
っ
た
。こ
の

よ
う
に
、当
初
の
理
念
が
十
分
に
浸
透

で
き
ず
、平
成
の
社
会
福
祉
改
革
は
道

半
ば
と
い
え
る
。

　

様
々
な
改
革
を
経
な
が
ら
も
、地
域

に
お
い
て
は
、さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱

え
な
が
ら
社
会
的
に
孤
立
し
、適
切
な

支
援
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
人
が
数
多

く
存
在
し
て
い
る
。自
ら
助
け
を
求
め

る
声
を
出
せ
な
い
人
や
出
さ
な
い
人
は

少
な
く
な
く
、そ
う
し
た
人
び
と
を
ど

の
よ
う
に
支
え
て
い
く
の
か
が
課
題
で

あ
る
。こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、平
成

の
終
わ
り
に
、国
は「
地
域
共
生
社
会
」

「
我
が
事
・
丸
ご
と
」と
い
う
改
革
の
基

本
コ
ン
セ
プ
ト
を
打
ち
出
し
た
。こ
れ

は
、個
別
の
縦
割
り
の
制
度
の
中
で
取

り
組
ま
れ
て
き
た
改
革
を
、地
域
の
中

で
包
括
的
に
推
進
し
よ
う
と
い
う
も
の

で
あ
る
。し
か
し
、国
が
果
た
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
責
務
を
地
域
＝
国
民
に

丸
投
げ
し
な
い
か
、注
意
が
必
要
で
あ

る
。（
広
報
委
員
・
中
山
）

●
東
日
本
大
震
災

平
成
23
年

（
２
０
１
１
年
）

平成の福祉を振り返る。平成の福祉を振り返る。

平
成
24
年

（
２
０
１
２
年
）

●
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー 

オ
ー
プ
ン

●
１
０
０
歳
以
上
５
万
人
超

●
障
害
者
虐
待
の
防
止
、

　

障
害
者
の
養
護
者
に
対
す
る

　

支
援
等
に
関
す
る
法
律

平
成
25
年

（
２
０
１
３
年
）

●
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法

●
障
害
者
総
合
支
援
法

平
成
26
年

（
２
０
１
４
年
）

●
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
開
業

●
消
費
税 

５
％
か
ら
８
％
へ

●
総
人
口
の
４
人
に
１
人
が
65
歳
以
上

●
日
本
人
男
性
の
平
均
寿
命 
初
の
80
歳
超

●
御
嶽
山
噴
火

●
障
害
者
権
利
条
約
批
准

●
認
定
社
会
福
祉
士
制
度

　

開
始

平
成
27
年

（
２
０
１
５
年
）

●
若
者
雇
用
促
進
法

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法

●
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

●
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法

平
成
28
年

（
２
０
１
６
年
）

●
相
模
原
障
害
者
施
設
殺
傷
事
件

●
出
生
数 

初
の
１
０
０
万
人
割
れ

●
障
害
者
差
別
解
消
法

平
成
29
年

（
２
０
１
７
年
）

●
プ
レ
ミ
ア
ム
フ
ラ
イ
デ
ー 

ス
タ
ー
ト

●
外
国
人
技
能
実
習
適
正
化
法

平
成
30
年

（
２
０
１
８
年
）

●
民
法
改
正 

２
０
２
２
年
か
ら

　

成
人
年
齢
を
18
歳
に

●
北
海
道
地
震

●
日
本
に
在
留
す
る
外
国
人

　

総
人
口
の
２
％
過
去
最
高

平
成
31
年

（
２
０
１
９
年
）

●
４
月
30
日
・
平
成
の
時
代
が
終
わ
る

平
成
の
福
祉
を
振
り
返
る

兵庫県社会福祉士会

１９８９年-２０１９年

振り返る。

の平成 を福祉
振り返る。

の平成 を福祉

　

　
　
そして新しい時代へ！

　

　
   み

んなでつくる福祉を！

　

　
　
そして新しい時代へ！

　

　
   み

んなでつくる福祉を！
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編集後記

この一枚

平成の福祉を振り返ると、福祉８法改正に始まり、多くの
制度改革がありました。私たちは、その制度改革を振り返
ることで「福祉制度は真に支援を必要としている人びとの
暮らしを支えることができているのか」ということに対峙
したように思います。
「令和」には、人々が美しく心を寄せ合う中で、新しい文化、
新しい時代を切り開いていくという意味があります。平成
という時代は終わりました。新たな時代は「みんなが幸せ」
になるような社会にしていきたいと思います。手を取り
合って、共に構築していきましょう。（広報委員・小椋）

「日本・モンゴル民族博物館」

事業活動

〒651-0062 兵庫県神戸市中央区坂口通2-1-1 兵庫県福祉センター 5F  電話：078-265-1330  FAX：078-265-1340
一般社団法人 兵庫県社会福祉士会 http://www.hacsw.or.jp/

・社会福祉に関する情報提供及び相談事業
・権利擁護に関する相談事業
・成年後見・後見監督に関する事業
・社会福祉士等の養成支援に関する事業
・地域包括支援センターへの支援に関する事業
・社会福祉従事者研修に関する事業
・生活困窮者支援に関する事業
・高齢者虐待・障害者虐待防止等に関する事業
・児童虐待防止・子育て支援等子ども家庭支援に関する事業
・福祉サービスの質の向上のための評価に関する事業
・社会福祉及び社会福祉士に関する調査研究事業
・県・市町の福祉計画への参画・提言
・その他、この法人の目的を達成するために必要な事業

ふくいさん ： スクールソーシャルワーカーは、県内でも各市町の小中学校に配置がすすんできています。

撮影・文：下中 智晃さん

社会福祉士のお仕事　 vol.４スクールソーシャルワーカー ふくいさん
学校の先生からの相談をうけて、
生徒の皆さんのことを、
スクールカウンセラーさんや、
養護の先生などと連携して
サポートしています。

また、家庭訪問や面接で
福祉の相談先を紹介したり、
必要な機関につなげたり、
ご家庭への支援も行なっています。

このように、子どもたちが学校生活を
安心して送れるよう、福祉の専門職として
日々見守り、サポートをしています！

学校に
いますよ～

１ ２

３ ４

但馬の片田舎にモン
ゴルの民族博物館と
いうミスマッチもさ
ることながら、ここ
の所蔵している資料
はすでにモンゴルに
も残っていないよう
なものが多数保管さ
れています。

授業中や、休み時間に
校内を見て回り、生徒の
皆さんとコミュニケーションを
取っています。

頑張ってる
なぁ～


